
学生証（教職員証・図書館利用カード）と貸出希望図書を

カウンターにお持ちください。

貸出

区　分 貸出期間 貸出冊数

学　生 ２週間 5 冊

教職員 4 週間 10 冊

〒361-0038

埼玉県行田市前谷 333 番地

TEL：048-564-3821

FAX：048-564-3870

URL：http://www.iot.ac.jp/library/

ものつくり大学
図書館・メディア情報センター

利用案内

月曜日から金曜日　8：45 から 18：00

利用したい図書が貸出中の場合は、予約をすることができます。
カウンターにお尋ねください。

予約

必要な資料がない場合は、他の図書館に資料の複写や貸借を
依頼することができます。（有償対応）

資料の取り寄せ

土曜日・日曜日・祝日・年末年始・館内整理日・

長期休暇中（夏・春）・入試期間中

（休館日）

（開館時間）

※開館時間の変更、臨時休館は、掲示版や図書館 HP で

　お知らせします。

※学外の方にも、受付記入してご利用いただけます。

返却を遅延した図書は、必ずカウンターに返却してください。

図書の返却が遅れた場合は、遅延の期間に応じて貸出を停止します。

また、延滞中の図書がある場合は、返却が完了するまで新たに借りる

ことはできません。

図書を紛失した場合は、すぐにカウンターまでお申し出ください。

原則として、現物（図書）で弁償していただきます。

カウンターまたは、入口横の返却 BOX へ返却してください。

返却

予約者がいない場合、貸出期限内であれば 1 回に限り図書の

貸出期限を延長できます。（My Library からも可能）

大学院生および卒業研究対象者の 4 年生は、予約者がいなけ

れば、何度でも延長が可能です。

延長

３大学図書館連絡会加盟機関所属の方は本学学生と同様とする。

学外の方は、梅原毅文庫、ドラッカー＆上田惇生文庫、渋沢文庫のみ貸出可。

共に、貸出期間・貸出冊数は本学学生に準ずる。

〇携帯電話は、マナーモードに設定しましょう。

　通話はご遠慮ください。

利用上の注意

〇飲食について、食べ物の持ち込みは禁止です。

　飲み物は、密閉ができる飲み物に限り、持ち込み可能です。

〇学生証・教職員証の貸し借り、または、図書の又貸しは

　おやめください。

〇貴重品は必ず身に付けて、自己管理を徹底してください。

図書館の所蔵資料を探す時は、
OPAC をご利用ください。
配架場所・貸出の可否など
分かります。

蔵書検索システム（ＯＰＡＣ）

https://opac-lib.iot.ac.jp
OPAC

My Library とは、図書館を利用する教職員、学生、院生の

みなさまの個人専用サイトです。

貸出履歴の閲覧・各種申し込みや、貸出延長（１回のみ）の

手続きなどができます。

My Library

【ログイン】

ログイン ID：学籍番号（数字８ケタ）

初期パスワード：生年月日（西暦 8 ケタ）

【OPAC 利用ガイド】
https://opac-lib.iot.ac.jp/images/guidance/iot_guidance.pdf

電子ジャーナル

一部の洋雑誌は、電子ジャーナルを導入してます。
※学内からのみアクセス可能です。

　

米国機械学会（ASME）
https://www.iot.ac.jp/library/ejournal

外部データベース

NDL ONLINE（国立国会図書館オンライン）
国立国会図書館所蔵の図書・雑誌記事を検索出来ます。
文献複写を希望する場合は、カウンターにお声かけください。
https://ndlonline.ndl.go.jp/

図書館・メディア情報センターは、自習の他に

学生の集まりなどにも使えます。

利用ガイド



PC・複合機

図書館の開館時にいつでも使用できる PC を数台設置しています。
PC は図書館内の複合機と繋がっていて、複合機も開館時であれば
いつでも使用できます。
複合機ではデータ出力・コピーが可能です。
※白黒：10 円、カラー：50 円（B4 以下）・80 円（A３）

フロアガイド

丸善雄松堂提供の「Maruzen eBook Library」および
紀伊国屋書店提供の「KinoDen」を導入しております。
アクセスする場合は、蔵書検索システム（ＯＰＡＣ）トップ
画面のリンク箇所バナーを貼っておりますので、そこから
アクセスしてください。

※学外からのアクセスについては、接続方法をカウンターに
　お尋ねください。

電子書籍

Legend

ピーター・F・ドラッカー＆上田惇生文庫

本学の英語名の命名者であり、「マネジメントの父」
として知られるドラッカー先生の著書、また、本学
の名誉教授であり、ピーター・Ｆ・ドラッカーの研究
や翻訳の第一人者である上田惇生先生の著書を収集
しています。

渋沢栄一文庫

ピーター・ドラッカー（経営学者）が影響を受けた、
「近代日本経済の父」と称される渋沢栄一の本を収集
しています。

梅原猛文庫

日本の哲学者。ものつくり大学の命名者でもあり、
文化勲章受章者で本学名誉総長でした梅原猛先生
の著書を収集しています。

2

宮川公男文庫

日本の統計学会の権威である宮川公男先生および忍郷友会
より、本学の学生のために寄贈いただいた貴重な資料です。

３

隈研吾文庫

建築家 隈研吾氏よりご寄贈いただいた貴重な資料です。

４

もの大教員推薦図書

各学科の教員がおすすめする
図書を紹介しています。

５

グループ利用室

ゼミやグループディスカッション、プレゼンの練習等に
利用できます。視聴覚資料の視聴も可能です。
一人での利用も可能です。
利用の際は、カウンターで申請してください。
本学の学生であれば、メールでの申請も可能です。

７

社史・団体史

東洋経済新報社よりお預かりした貴重な資料です。
1907 年以降の資料があり、なかには全国的にも
所蔵が少ない資料も含みます。

６

新着図書

話題の本など、新着図書を紹介しています。

１

IOT INFORMATION GALLERY

本学の実績やアピールポイントを広報展示するための
スペースです。
ギャラリーに設置している什器は、建設学科 17 期卒業生の
卒業制作です。

８
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スキャナ設置

※館内閲覧

収密書架にある図書の閲覧はカウンターへ

建設
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※館内閲覧

情報
メカトロニクス


